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「実在の実体の骨組み」
―メルヴイルの素材としての「アガサ物語」
岡村仁一
"A Skeleton of Actual Reality"
-The "Story of Agatha" as Melville's Material
Jinichi Okamura
こういった事柄に於けるあなたの偉大な力をもってすれば、この素材からあなたは驚くべき興味深い物語を構築
出来るはずです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一メルヴaルのホーソーソ宛書簡より
1．Introduction
　1852年7月，妻の実家から岳父のレミュエル・
ショーとニューベッドフォードに出向いたメル
ヴィルは，当地でマサチューセッツ州法務長官，
ジョソ・H・クリフォードと知り合い，『白鯨』の
舞台となった捕鯨基地，ナソタケットへの船旅に
同行することとなる。或る晩，「船乗りの夫の長い
長い不在を文句二つこぼさず甘受するこの島（ナ
ンタケット）の女たちの大いなる忍耐と我慢と諦
念　（・・the　great　patience，　＆　　endurance・　＆
resignedness”）」控1に話題が及んだ際，クリフォv
ドは自らが職業柄扱ってきた事件の中からとって
おきのある逸話を披露する。、この話に「この上な
く強烈な興味（“the　most　lively　interest”）」注2を
覚えたメルヴィルは，帰宅したらすぐに，より完
全な形の記事を送ってくれる様クリフォードに依
頼する。
　ピッツフィールドに戻って数日後，メルヴィル
はクリフォードからの書簡を受け取るが，そこに
「同封されていた文書（“the　enclosed　docu・
ment”）」がいわゆる「アガサ物語（“the　story　of
Agatha”）」として今日知られているものであり，
後日メルヴィルは作品の素材として提供すべく，
この文書をそのままホーソーソに転送している。
その際書き添えられた手紙を，モリソソ（Samuel
E．　Morison）は「メルヴィルがホーソーソに宛て
た『アガサ』レター（“Melville’s‘Agatha’Letter
to　Hawthome”）」と呼び，ヘイフォード（Har・
rison　Hayford）はその「『アガサ』レター」を含
めその年の暮れまでに（現存しているもので）都
合三通メルヴィルからホーソーソに送られた手紙
を「メルヴィルの『アガサ』レターズ（“Melville’s
‘Agatha’Letters”）」と呼んでいる。控3いわばメル
ヴィルという作家の工房を垣間見ることの出来
る，現存している数少ない資料としてこれらの手
紙は重要視されているのである。
　　「『アガサ』レター」，即ち1852年8月13弓付け
の手紙の中でメルヴィルは次のように述べてい
る。
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しかしながら，実は白状しますとそれ以来，私はこう
いった際だった婁件をもとに日常的な話を作ろうと
目論んで（“with　a　view　to　a　regular　story　to　be
founded　on　these　striking　incidents”），一考して些
か主題（“the　subject”）を変えてみたのですが，再び
考え直し，取り分けあなたの肌にこれは合うのではな
いのかと思い至ったのです。うち明けた話，この問題
に関してはあなたの方が私より上手に扱えるのでは
ないのかと思うのです。「e4
　ここでメルヴィルは，先ず自らが「この話を文学
作品として利用しようと（“making　literary　use
of　the　story”）J　th5一旦は考えた後にホーソーシに
提供することにした経緯をうち明けているのであ’
る。メルヴィルは，アガサの夫，ロピンソソがア
ガサを捨てたのは前もって計画していたからでは
なく，「彼は弱い男で，しかも誘惑（それが何たる
かは殆ど判らぬが）が強かった（“he　was　a　weak
man，＆his　temptations’［tho’we　know　little　of
them］were　strong”）」tt6せいだとその理由を述
べ，ここでホーソーソの「ロソドzの夫」（“your
London　husband”）tS7を思い起こしたという。
　ノースウェスタン版r書簡集』の編者，，リソ・
ホースは，メルヴィルがホーソーソに執筆を促す
べく「アガサ物語」どそれに対する自らの注釈（即
ち「『アガサ』レター」）を「大急ぎ（“in　a　great
hurry”）」で書き送った理由のひとつとして，ボー一
ソーンの『トワイス・トールド・テイルズ』中の，
やはり妻を捨てた，「Pソドンの夫」ことウ至一ク
フィールドと「アガサ物語」のPビンソソ（クリ
フォードの記載ではロバートソソ）との類似性を
挙げている。tZ8この手の素材を扱う際，著者である
ボー一一．ソーソの興味の対象が「私たちの仕蜜は夫の
方にあるのだ（“But　our　business　is　with　the
husband．”）」E9と言わんばかりに妻よりも夫の
ウェークフィールドの方に向けられているのに対
して，メルヴィルの興味の対象は夫，ロビソソン
よりも寧ろその妻の方にある。どちらを物語の主
人公にするかによって，この物語の主題（the　sub・
ject）は大いに異なって来る。
　そこでメルヴィルの興味の対象である妻の方に
目を転じてみると，提供者のクリフォードはこの
妻について次のように述懐している。
それは私にとって，妻の側の長期にわたる，しかも不
平一つこぼさぬ不正と苦痛に対する忍従の非常に際
だった事例であり，その忍従こそが私の目には彼女を
敬慕の的となる英雄的女性にしていた。（It　was　to　me
’amost　striking　instance　of　Iong　continued＆un－
complaining　submission　to　wrong　and　anguish　on
the　part　of　a　wife，　Which　made　her　in　my　eyes　a
heroine．）　tSlo
クリフォードがこのように讃える女性こそ，「その
後17年間，直接であれ，間接であれ，一言の便り
もなく」ta11夫に置き去りにされた妻，アガサ・ハッ
チであり，この物語はそもそもアガサを“hero－
ine”だとする人物から提供された物語であるが
故に「アガサ物語」と呼ばれるようになったとい
う経緯はここでもう一度思い起こしておく必要が
あろう。
　ハーシェル・パーカーは『十字架の島（The・lsle
Of　the　Cross）』という，「短編ではなく，ほぼ確
実に一・・一・・冊の本（“almost　surely　as　a　book，　not　a
short　story”）」として完成していたメルヴィルの
作品が存在したと言い，「その主題は（ほぼ確実に）
『アガサ物語］として我々が長らく承知してきた
ものである（“its　subject［almost　surely］was
what・we　have　known　as‘the　story　of　Aga・
tha”’）」注12と主張している。「アガサ物語」の主題
が，メルヴィルが取り分け興味を覚えたと考えら
れる，アガサを主人公とせねばなり，たたぬ類のも
のであったとすれば，当然7物鰯θげ伽Cπ）ss
もアガサ的な人物を主人公としていなければなら
ない筈である。
　更にロバートソン・ロー一ラントはその著書『メ
ルヴィル伝』の中で次のように述ぺている。
1854年2月20日，メルヴィルは自分の「評判ののろ亀」
がまもなく「市場に這い入る準備が整う」だろうと
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・・一パー社に約束したが，“The　lsle　of　the　Ciross”「十
字架の島」も亀捕りの本（the　tortoiserhunting　book）
もついに世に出ることはなかった。そのかわりメル
ヴィルはその両者から素材（“material”）をとって「エ
ソカソタダス，魔の群島」という一連の物語集に作り
かえたのである。tz13
ロバートソソ・ローラソトの言う通りであるとす
れば，「エソカソタダス」中に「アガサ物語」ない
しは『十字架の島』（ロバートソソ・ローラソトに
従えば「十字架の島」）の残淳，乃至は寧ろその精
髄が見られてもおかしくはなく，従ってアガサ的
な主人公（或いは少なくとも登場人物）が登場し
ても何ら不思議はないのだ。
II．　Wreck
　「『アガサ』レター」の中で，メルヴィルは「私
はただ単にあなたに材料を提供するだけです（“I
but　submit　matter　to　you”）」th14と断った上で，
「アガサ物語」を「文学作品として利用する」際
に右益な幾つかの示唆をホーソーソに与えてい
る。
　先ず第一にメルヴィルの想像力は「難破（“the
wreck”）」に向かう。「この物語が難破により始ま
るとすれば（“Supposing　the　story　to　open　with
the　wreck”），その場合，嵐（“a　storm”）がな
ければなりません。」tS　15この一節を想起させる記
述は「エソカソタダス」の第八話，「ノーフォーク
島と混血の寡婦（“No㎡olk　Isle　and　the　Chola
Widow”）」に見受けられる。この物話の主人公，
混血の寡婦，ウニヤ（Hunilla）の悲劇もまた難破
により始まる。
潮の流れが悪かったのか，それとも偶然の出来事で
あったのか，はたまた浮かれ気分につきものの不注意
のせいであったのか（というのも音に聞こえた訳では
ないが，そのとき二人はその身振りから唄を歌ってい
るように見えた），海の深みのあの堅い障害物に突き
当たり，その粗薙な作りの筏は転覆し，パラパラに壊
れた。するとそのとき大波に飲まれ，折れた丸太と暗
礁の鋭い鋸歯の間に打ちつけられ，二人の冒険者はウ
ニヤの目の前で非業の死を遂げた。t「16
物語の中で実際に起こった事件としてのこの「難
破」は，更に精神的な，比喩的な意味を付加され，
作品中に再登場することとなる。
嵐の中に放り出され，荒涼とした暗礁に乗り上げた船
乗りが，難破した船（“vesse1”）の残骸を繋ぎ合わせ，
新たに舟（“boat”）をつくり，全く同じ波間に漕ぎ出
してゆくように，見よ，この難破船にも似た孤独の人
ウニヤは裏切りから信頼を呼び起こしているのだ。
（As　mariners　tossed　in　tempest　on　some　desolate
ledge　patch　them　a　boat　out　of　the　remnantS　of　their
vessel’s　wreck，　and　launch　it　in　the　self－same
waves，　see　here　Hunilla，　this　lone　shipW　recked　soul，
0ut　of　treachery　invoking　trust．）　E17
nバーFソソ・ローラソト風に，ここで言われて
いる“vesse1”をThe　Isle　Of　the　Crossや（『亀
捕りの本』）に，また“boat”を“The　En・
cantadas”に置き換え，伝記的な観点から作家と
してのメルヴィルの姿をここに透視してみるとい
うのも興味深いが，それよりも更に重要だと思わ
れるのはここに見られる「嵐」（“storm”と“tem・
pest”の違いはあるが）に伴う「難破」というモチー
フの方で，単なる物語の進行上の出来事に止まら
ず，『ピエール』に登場する「魂の船（“his．soul’s
ship”）」症18にも通ずる，形而上の世界にまで敷衛
される壮大なメルヴaル的主題の提示となってい
る。
　　「難破」に続いてメルヴィルの想像力は更に海
の嵐と陸の静けさの「対比」へと向かう。
物思いに耽り，彼女は崖の端から身を乗り出し，海の
方角を見やります。彼女は水平線上に一握りの雲を認
めますが，雲はこの静けさの中で嵐の前兆となってい
ます。（漁師の出で，常時海岸に住んでいるため彼女は
こういった事柄を学び知っているのです。）これがま
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た再び思考の糧となります。突然彼女の目は，足下か
ら百フィートも下の海岸に崖から長くのびた影をと
らえ，それからその影に沿って一つの影が動いている
のに気づきます。それは牧揚の羊の影で，羊は崖の端
まで進んできて，遥か彼方の海原を穏やかに種れない
目で眺めています。まさにこの一風変わった美しい対
比に海の悪意を静かに眺めている陸の無垢を見るこ
とができるのです。（Filled　with　meditations，　she
reclines　along　the　edge　of　the　cliff＆gazes　out
seaward．　She　marks　a　handful　of　cloud　on　the
horizo叫presaging　a　storm　thro，　all　this　quietude．
　［Of　a　maratime　family＆always　dwelling　on　the
coast，　she　is　learned　in　these　matters］　This　again
gives　food　for　thought．　Suddenly　she　catches　the
long　shadow　of　the　cliff　cast　upon　the　beach　100　feet
beneath　her；and　now　she　notes　a　shadow　moving
along　the　shadow．　It　is　cast　by　a　sheep　from　the
pasture・It　has　advanced　to　the　very　edge　of　the
cliff，＆is　sending　a　mild　innocent　glance　far　out
upon　the　water㌧There，　in　strange＆beautiful　con・
trasti　we　have　the　innocence　of　the　land　placidly
eyeing　the　malignity　of　the　sea．）tsl9
『白鯨』第1章のマソバッタソのバッテリ　・一の場
面を想起させる描写に始まるこの記述は，海の嵐
と陸の静けさという，先ず現象界での視覚的な対
比から始まり，続いてそれが「海の悪意」とそれ
とは対照的な「羊」に代表される「陸の無垢」の
対比という，再び象徴的な意味合いにまで高めら
れているのである。ここでメルヴィル自ら「一風
変わった美しい（“strange＆beautifu1”）」と形容
しているこの「対比（“contrast”）」の手法は，メ
ルヴィル特有の二元論的ヴィジョソを示すと同時
に，更に後に具体的な作品として「二枚折り小説
（the　diptychs）」三部作という形で展開されてい
くように思える。te20
III・Wrecked　Sぬip
素材の提供を受けたホーソーンは「アガサ物語」
の「舞台をナンタケット島からショールズ諸島に
変更する（“changing　the　setting　from　Nantucket
to　the　Isles　of　Shoals”）J　ts21案を逆にメルヴィル
に示したとされ，メルヴィルも一旦は「少なくと
も名前だけは（“as　far　as　the　name　goes　at
least”）」te22その案に賛同し，それを受け入れてい
る。しかしながらパーカーによると，最終的には
更に“the　Isles　of　Shoals”から7物鰯θOf　the
Crossへと，少なくともタイトルだけは変更され
たということになるわけだが，この“Shoals”か
ら“Cross”へという変更は「『アガサ」レター」
と「エソカソタダス」の間にも見ることが出来る。
さてこの難破船（“this　wrecked　ship”）は浅瀬（“the
shoals”）に乗り上げ，海岸に打ち上げられ，バラバラ
になり，船首の部分のみが残されます。やがてこれは
砂に埋まり（“becomes　embedded　in　the　sand”），数
年後には頑強な船首（乃至は舳先の骨組み［“prow－
bone”］）のみが浅瀬から2フィート程突き出ているの
が見えるのみとなります。残りは全て砂に埋まってい
ます（“All　the　rest　is　filled＆backed　down　with　the
sand．”）6それで夫がいなくなってしまってから悲嘆
にくれたアガサは毎日，あらゆる思い出と共にこの悲
しみの記念碑（“this　melancoly　monument”）を目に
することになるのです。E23
手紙の中では“the　shoals”が船の墓場として登
場するが，作品の中では“the　cross（of　withered
sticks）”筐24が夫の墓標として登場している。「少な
くとも名前だけは」という理由で，この二者を関
連づけるのはいかにも早計であるが，ここで更に
「砂（“sand”）」が二者の間に介在しているという
事実は注目に値する。砂に埋まった難破船に相応
するかのようにウニヤの夫の墓は「きめの細かな
砂を積み上げただけの塚（“a　bare　heap　of　finest
sand”）」tz25として登場している。1852年10月25日
付けの「『アガサIVターズ」第二の手紙でメルヴィ
ルは自らを砂時計に唇えているかのように「この
手紙の中に砂が見つかったら，それは私の人生の
砂で，手紙を書いているうちに零れ出てしまった
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のだと思って下さい（“If　you　find　any　sand　in
this　letter，　regard　it　as　so　many　sands　of　my
life，　which　run　out　as　1　was　writing　it．”）」「e26と，
ホーソーソに打ち明けている。おそらくメルヴィ
ルは自分が如何に真剣に「アガサ物語」のことを
慮っているのか，ホーソーソに判って欲しかった
のかもしれない。この「砂」はメルヴィノレの人生
そのものなのであり；メルヴィルは決して中途半
端な気持ちからではなく，文字通りその貴重な
「砂」を零して，つまり自分の人生をすり減らし
て一連の「『アガサ』レターズ」を書いているので
ある。
　メルヴィルは更に，アガサに帰らぬ夫を思い起
こさせる「悲しみの記念碑」として難破船を用い
る案を示しているが，作品中のウニヤにとっては
難破船の代わりに夫と弟の残した「大亀の甲羅の
残骸（“the　skeleton　backs　of　those　great　tor・
toises”）」と亀の油の「堅くなった干洞らび（“the
caked　crusts”）」がその役割を果たしている。
これらはフェリペとトルクシルが貴重な油をとった，
あの大亀の甲羅の残骸であった。数個の大きな瓢箪と
二個の小樽がその油で満たされていた。近くの鍋には
蒸発するに任された多量の油の堅くなった干洞らび
が入っていた。「二人は翌日それを濾すつもりでいた
のですが」とウニヤは言うと顔をそむけた。’（These
Were　the　skeleton　backs　of　those　great　tortoises
from　which　Felipe　and　Truxill　had　made　their
precious　oil．　Several　large　calabashes　and　two
goodly　kegs　were　filled　with　it，　In　a　pot　near　by
were　the　caked　crustS　of　a　quantity　which　had　been
permitted　to　evaporate．‘‘They　meant　to　have
strained　it　off　next　day，”said　Hunilla，　as　she　turned
aside．）　tt27
大亀の甲羅の残骸や，その「貴重な油（precious
oi1）」の残津である堅くなった干洞らびから悲し
げに目を逸らすウニヤの姿にメルヴィルの心情を
重ねるとすれば，彼にとってはこの「エソカソタ．
ダス」こそ，心血注いで執筆したにもかかわらず
結局世に出ることなく終わった（『亀採りの本」）
やr十字架の島』を思い起こさせる，まさに文字
通りの「悲しみの記念碑（the“melancoly　monu・
ment”）」だったと言えるのではあるまいか。
IV．　Mail－post
　アガサが夫の長すぎる不在に不安を感じ，夫か
らの便りを熱烈に待ち望むようになった頃合いを
見計らって，メルヴィルは“the　mail－post”（この
言い回しは相応しくないとメルヴィル自身は言う
が）を登場させなければならないと言う。
充分時が経過した後，一若い夫の長すぎる不在にア
ガサが不安を抱くようになり，夫からの手紙を心待ち
にしている時点で，一ここで郵便箱を持ち込まなけれ
ばなりません。いや，この言葉は相応しくはありませ
んが，とにかくこれはそんな「もの」（“the　thing”）
なのです。灯台通りとでも呼ぶべき通りとこの郵便通
りの交差点に少々雑に作られた革のちょうつがいの
ついた蓋付きの木の箱が載ったポストが立っていま
す。郵便配達夫はこの箱に灯台の人々と近在の漁師宛
の手紙を全て投函するのです。そして勿論若きアガサ
は毎日やって来ます。17年間毎日彼女はやって来るの
です。e28
　夫からの手紙を待ち望むアガサ同様，無人島に
只一人残され，戻らぬ船を待つウニヤの焦りが「い
いえ，まだよ，まだ。私の愚かな心臓は焦りすぎ
よ（“Not　yet，　not　yet；my　foolish　heart　runs　on
too　fast．”）」「e29と思わずもらすまでに達した段階
で，メルヴィルはここで再びある「もの（the
thing）」を導入する。「彼女の心の中で激しくぶつ
かり合う希望（“the　hope　against　hope　so　strug・
gled　in　her　sou1”）P3°を託す「もの」として，「名
も知らぬ島から流れてきた一本の（竹の）茎（“a
piece　of　hollow　cane，　drifted　from　unkno㎜
isles”）P31が登場するのである。ところが，その
後月日を経たこの茎はいかなる変貌を遂げるので
あろうか。
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　日数を記録する区画はひどくすり減っていた。十日
目の長い刻み目は点字のように半ば消えかかってい
た。救いを待ちこがれるこの寡婦が，笛として吹いて
も音の出ぬこの竹を，まるで森の中を這う亀を急かそ
うと空を舞う鳥の数を数えるように指でたどった回
数は一万回にもなろうか。
　百八十日目以降，印は見あたらなかった。最初の刻
み目が最も深かったのに対し，最後のものはかろうじ
て見える程度であった。tS32
便りの届かぬ郵便ポストが徐々に崩壊してゆくよ
　うに，茎に記された刻み目は日を追う毎に淡くな
り，かすれてゆき，やがて見えなくなってしまう。
ウニヤの希望が日増しに摩滅していく様が見事に
描かれている場面で，ここにメルヴィルの名人芸
を見ることが出来るのであるが，それと同時に，
更にこの「百八十日目」にウニヤの希望を奪い去
る決定的な出来事，即ち「この島でウニヤの身に
降りかかった，語られざる二つの事件（“those　two
unnamed　events　which　befell　HUnilla　on　this
isle”）」tt33が起こったことまで，これにより暗示さ
れているのである。
　このように二重の意味で希望を奪い取られたウ
ニヤにそれでも残されたものが果たしてあbたの
であろうか。ここで再び「アガサ物語」或いは『十
字架の島』，（『亀捕りの本』）という日の目を見な
かった作品，つまり語り手の言う「難破した船の
残骸（“the　remnants　of　their　vessePs
wreck”）J　E34を検討してみなければならない。メ
ルヴィルがアガサに与えた「郵便ポスト」の最期
はどのようなものであったろうか。
彼女の内部で希望が徐々に失われるにつれ，その郵便
箱も朽ちてゆきます。ついにポストは腐って地面に倒
れます。あまり使われない，いや殆ど全くといって良
いほど使われないせいで，その回りに草が生い茂りま
す。ついに小鳥がその中に巣を作ります。ついにボス
Fは倒壊するのです。（As　her　hopesgradually　decay
in　her・so　does　the　post　itself＆the　little　box　decay．
The　post　rots　in　the　ground　at　Iast．　Owing　to　its
being　little　used－－hardly　used　at　a11－－grass　grows
rankly　about　it．　At　last　a　little　bird　nests　in．it．　At
last　the　post　falls．）　tz35
ここでは希望が去った後のいわば絶望の象徴とし
て，倒れた郵便ポストの回りに「草（“grass”）」が
生い茂り，その中に小鳥が巣を作っている。「ワシ
ソ．トンの郵便局の配達不能郵便課の下級局員（“a
subordinate　clerk　in　The　Dead　Letter　Office　at
Washington”）」を勤め「淡い絶望（“a　pa11id
hopelessness”）」「e36を深めたというバートルビー
の終焉の地にも，確かにその絶望の象徴ででもあ
るかのように「小鳥の落とした草の種（“grass－
seed，　dropped　by　birds”）P38から芽を出した「柔
らかい，囚われの芝生（“asoft　imprisoned　turf”）」
が生えていた。しかしウニヤにとっての竹の茎の
存在はこの郵便ポストとは多少事情が異なってい
るように思える。
「この日，つまり今日船は出帆する」とついにウニヤ
は考えた。「これで拠って立つ確かな時が与えられる
わ。確かなものが無いことには気が狂ってしまう。今
までは何も知らぬままいたずらにひたすら希望を抱
いてきた（“Ihave　hoped　and　hoped”）けど，これか
らはしっかりと事態を見極めてただ待ち受けるだけ
（“1　wi11　but　wait”）。さあこれで私は生きていける。
もはや狼狽して身を滅ぼすことはないわ。（“The　ship
sails　this　day，　to－day，”at　last　said　Hunilla　to　her．
self；“this　gives　me　certain　time　to　stand　on；without
certainty　1　go　mad．　In　loose　ignorance　I　have　hoped
and　hoped；now　in　firm　knowledge　I　will　but　wait．
Now　I　live　and　no　longer　perish　in　bewilder．
ingS．’「）　「e39
こう決心し，「ウニヤは一本の葦，比喩ではない，
現実の葦・現実の東洋の葦に心から己の身を任せ
た（“Truly　Hunilla　leaned　upon　a　reed，　a　real
one；no　metaphor；areal　Eastern　reed”）」ta40と
述ぺられている。メルヴィルがわざわざ「比喩で
はない，現実の」と断っている点を見落としては
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ならない。ウニヤが全存在をかけて己の身を託し
たのは実は淡い「希望」などではなく，あるがま
まの一本の葦という実在の実体であったのだ。こ
こに「希望を抱く“hope”」という姿勢から「ひた
すら待つ’“wait”」という姿勢へのウニヤの生き．
方の変化が見て取れる。この“wait”という姿勢
が，そもそもクリフォードに「アガサ物語」を語
らせる大いなるきっかけを与え，メルヴィルの想
像力を強烈に刺激したナソタケット島の女たちの
あの「大いなる忍耐と我慢と諦念・“great
patience，＆endurance，＆resignedness”）」の原
型となっているのである。それ故また，ウニヤが
頼った葦に「百八十日目以降，印が見あたらなかっ
た」という事実も，この場合，望み絶たれた，絶
望（hopelessness）の象徴というよりも，寧ろウニ
ヤの忍耐が有限のものから「日付のない無限の忍
耐」注41へと変容したことを象徴的に表していると
言ってよい。
V．Conclusion
　「アガサ物語」作品化のための材料を一通り提
供し終えた後，メルヴaルは「『アガサ』レター」
の最後で自分の差し出がましさを次のようにホー
ソーンに詫びている。
まだいくつか思いついたことはあるのですが一材料
が見当たりませんし（“but　nothing　materia1”）一それ
にあなたをうんざりさせはしないかと心配なのです。
もしそうでなければ，私の一風変わった生意気な差し
出がましさ（‘‘my　strange　impe就inent　effiCious・
ness”）をどうか笑って見逃して下さい。一またこれら
の材料が私の頭の中でこの物語に本当に属している
と実は思えないとすれば，だとすればあなたはそれは
うんざりすることでしょう。というのもこれらの材料
は私がアガサ物語が起こったまさにその海岸に立っ
て実捺に自にした光景から，日に見える形で連想され
たものなのですから。t「42
この記述からは；ホーソーソに提供した素材に対
するメルヴィルの大いなる自信が窺えるのである
が，それと同時に見方によってはそれが「’T－’風変
わった生意気な差し出がましさ」として取られて
しまう事態をここでメルヴィルは恐れているので
ある。
　それに続いてメルヴィルは最後に次のような一
節でこの手紙を締め括ろうとしている。
こういった事柄に於けるあなたの偉大な力をもって
すれば，ニューベッドフォ　一一ドの弁護士から提供され
たこの素材からあなたは驚くべき興味深い物語を構
築出来るはずだと私には思えるのです。美を備えた，
血脈の通った，五体満足な完全な作品を組み立てるた
めの実在の実体の骨組みを今あなたは手にしている
のですから。これを結びの言葉とさせて頂きたいと思
います。そしてもし私があなたと同じくらい上手に作
品化出来ると思っているのであれば，だったらあなた
にそれを任せる筈などないではありませんか。（Let
me　conclude　by　saying　that　it　seems　to　me　that　with
your　great　power　in　these　things，　you　can　construct
astory　of　remarkable　interest　out　ef　this　material
furnished　by　the　New　Bedford　IawyeI㌦一一You　have　a
skeleton　ef　actual　reality　to　build　about“δth　ful－
ness＆veins＆beauty．　And　if　I　thought　I　could　do
it　as　well　as　you，　why，　I　should　not　let　you　have
it．）za43
リソ・ホースによると，この「ニューベッドフォー
ドの弁護士から提供された素材」はその年の「12
月［5？］日以降」，「8月13日のメルヴィルの長
い覚え書き（“Melvme’s　long　13　A㎎ust　meτnoran・
d㎜”）」tS44と共にホーソーソからメルヴィルのも
とへ返却されたという。自らが認めたぼアガサ」
レター」は凡そ半年を経過した後メルヴィル自身
の素材として必要とされるようになったのであ
る。自分が提供した素材にこのように絶対の自僧
を持ち，かつこれだけ具体的なイメージまで膨ら
ませておきながら，何故メルヴィルはその素材を
ホーソーソに譲ろうとしたのであろうか。『アガサ
物語」を巡ってホーソ…pソと一連の手紙を交わし
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てから大凡一年後の1853年11　fi　24日，メルヴィル
はニューヨー）の出版社，ハーパーアソドブラ
ザーズに次のように書き送っている。
この春aユーヨークに持参したにもかかわらず，諸般
の事捲で出版されなかった作品に加え，私は手元にも
うすぐ完成に近づきつつあるもう一冊の本を用意し
ています。いわば三百ページの本で，ひとつには海洋
覆険に関する，そしてもうひとつ，というよ参寧ろこ
ちらカミ主なのですが，亀捕りの冒険についてのもので
す。それは年明けあたりに出版の準備が整うことで
しょう。（ln　addition　to　the　work　which　l　to◎k　t◎
New　York　last　Sp薮ng，　but　which王was　prevented
irOm　printing　at　that　time；王have　nOw　in　hand，　and
pretty　wel匪on　towaTds　completi◎立，　ano縫her　book
－－R00pages，　say－」pa帽y。f　nauticat　adventure，　and
part葦y－・一◎r，　rather，　chie貴y，　of　T◎rtoise　Hunting
Adventure．　it　will　be　teady　for　Press　some　time　iR
the　coming∫anuary．）　tSl5
パーカーti4e　lcよるとおそらくは伽isle　Of伽
Cressだと考えられる，「この春ニュ「一ヨ戸クに欝
参した」作品も，更tこはr年墾けには出版準備力S
整う」見込みの「三百ベージ」のr亀総ウの冒険
について」の本もメルヴィルの期待とは裏腹幸こ遂
に墨版されることなく終わる。それ故今Rその蕎
老について群細を知る縁はない。三852年12fi　3　R
から13日の問に墨されたと考えられる鐸ア濯サき
レターズ」の最後を飾る手紙で，罫あなたに捉され，
自ら筆を執る決心をした（“yeu　urged　me　te
write　it，王have　decide｛圭t◎d◎S◎”）j　tS47と打ち1舞
けたメルヴィルは，－i抹の不安を飽きなヵミら本平
線上の一握参の雲を晃つめるア露サの如く，これ
から取うかかるジアガサ物譲の執筆という自ら
の航海に，班に嵐を予感しているかのように，ホー
ソーソに「私の努力に対し観福を与えて下さい。
そして私に順風が吹くi様新って下さいぐ‘王麺voke
your　b茎essing　upon　my　endeavors；ana　breathe　a
fa圭r　wind　upen　me．”）3　E48と塗み，夏以来続酵て
きた一連の手紙を終結さ鐘ている。メノレずイルに
とって作品の執筆とは，いわば自らの全てを賭し
た命がけの航海なのだ。どうして軽はずみな気持
ちで取りかかることなどできようか。その不安と
ためらいが，知ってか，知らずか，凡そ半年もの
問メルヴィルの決断を鈍らせてきたのである。
’それから四年後，メルヴィルは英国にホーソー
ソを訪ねた．　rPt滅の覚悟を決めた（“pretty　much
made　up　his　mind　te　be　annihllated”）」「e49と告
白するメルヴィルの姿を赤一ソーソは砂漠の旅入
に警えて以下のように描写している。
私が彼と知参合って以来，と言うよりおそらくはそれ
よりずっと以前から，私たちがその只中に腰を下ろし
ているとの砂丘と同じように陰欝で単調な砂漠の上
を 彼演あちこちと執拗に彷窪うて来たこと，今現在
窃径い続けていることは驚くぺきことである◎（lt　is
S管a雄ge　h6W　heρe『SiS総一a磁haS　pe7SiSte圭eVer
since　i　knew　h m，　and　pr◎bably　l◎Bg　befOre－。in
Wa難deri難9　te　aPδfrO　OVer　theSe｛deSertS，　aS｛diS醗al
and　mOR◎を0琵0穏s　as商ピsa磁滅ls徽羅幡垂C戯we
were　＄ittiR9．）Gse
ホーソーソはメルヴィルカミ罫あま興こも正直で且
つ勇敢過ぎる（“tOO　henest　anG　ceurageOUS”＞jE§三
たあ建9信ずることもできなげれ磯かといって
不｛議こ安住することも墨来ないでいるぐ‘he£att
茎｝e圭珪窪e∫圭｝e難eve，擁or　be¢emf｝劉tab圭e　i録h至§9k－
belief”）」注s2とメルヴィルの心の海を慮った上で，
鮫はあくまでも気姦く崇高な娃質の詩ち主で，
我k大部分の考よ参遥か紀不漁こ嬉する（“he　has
aveτy撮9蓋a雄蓑o毬e嚢a拠re，　a磁b磁eハ墾oy癒
圭㎜◎投a幾】ド縫搬駐搬◎stOξ’殺S”＞jG§3とメルずイ
ルに最大醸の賛辞を鐙っているe蟹辱識こ瓦そ革
年江亘って窪ア濯サ達Vtrターズj　lご託も続珍たメ
ルヴィルの真摯な気持ちは確か蓼こ誤ることなく
ホーソーンのもと江届いていたのである。そ轟紅
ヌ量してメ2vヴィノレ⑳当舞◎8§§年圭1舞捻舞）の舞
竈に絃，このときの漢様k＊罫気慧ちSl＞良k’R。灘
岸を長らく散峯。砂と草。荒涼ともて《気無も¢
強い風。良き譲う。（“Aft　agreeable　day．　Teek　a
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10ng　walk　by　the　sea．　Sands＆grass．　Wild＆
desolate．　A　strong　wind．　Good　talk．”）」za54と，
何ら感懐を挾むことなく短く記されているのみで
ある。’まるで「砂と草」さえあれば，自らの魂の
決死の航海を語るには，それで充分だとでもいわ
んばかりに。
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